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多摩市では、昭和 61年に「多摩市サイン計画」を策定、平成２年にその後の公共サインの整備

状況や社会状況の変化を受けて同計画を改定し、市内の公共サインの整備を行っている。 

一方、これら計画に基づき整備した公共サインは、設置から 30年以上が経過し、老朽化が進ん

でいる。また東京都では、平成 27年２月に「国内外旅行者のためのわかりやすい案内サイン標準

化指針」を改定し、サインの設置場所や掲載内容、多言語対応など、本指針で示された基準や整

備水準への対応が求められている。さらに、「多摩市福祉のまちづくり整備指針」（平成 15 年４

月）や誰もが健康で幸せを実感できる健幸都市への取組み等も踏まえ、誰にでもわかりやすく利

用しやすい公共サインのバリアフリー対応も求められる。 

本計画はこのような状況を踏まえ、「多摩市公共サインガイドライン」（平成 30年３月）と整合

した市内公共サインの再整備方針を定めるとともに、特に市内外の多くの人が利用する駅周辺地

区を重点エリアに設定し、同エリアを対象とした具体のサイン整備計画を定めるものである。 
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本計画でサインの配置計画や整備基準を定めるサインの種類は、案内サインと誘導サインの２

種類とする。 

なお、３章で示す「公共サイン整備の基本的考え方」については、道路名称サイン等も対象と

して考え方を整理する。 
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ここでは、サイン計画に関わる①市内の町名・地番の現況、②主要な道路と鉄道・路線バスの

交通体系、③名前が付けられている道路や遊歩道の愛称名と路線位置、④公園および学校の位置、

⑤避難所･避難場所等の位置（多摩市防災マップ）について整理し、次ページ以降に図面で示す。 

なお、これらの情報の整理にあたっては、以下の資料を参照している。 
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【参照資料】ふるさとマップ多摩市全図 
（平成 29年２月 28日現在） 
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【参照資料】ふるさとマップ多摩市全図 
（平成 29年２月 28日現在） 
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【参照資料】道路・橋りょう名マップ 
製作年月：平成５年３月 
製 作 者：多摩市都市建設部土木課 

（現 多摩市都市整備部道路交通課） 



	�

 

�
�

� �

【参照資料】ふるさとマップ多摩市全図 
（平成 29年２月 28日現在） 
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⑤避難所･避難場所等位置図（多摩市防災マップ） 
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ここでは、平成 29年５～10月に実施した、市内に設置されている公共サインの現状調査結果

について取りまとめる。 

①案内サイン 
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②誘導サイン 
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③道路名称サイン 
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2－2で示した公共サインの整備状況に関する調査結果を踏まえた、市内公共サインの現状の課

題を以下に示す。 

�
Ａ：全体的な老朽化・汚れ・落書き、記載情報の修正方法の不統一 
� 案内サイン、一部を除く誘導サイン、道路名称サインは、設置から 30年以上が経過し、全体

的に塗装の劣化、シートの剥離等の損傷が見られる。 

� ポール型の道路名称サインは、新しいタイプと旧タイプ２種類が混在しており、旧タイプは

板面が変形しやすい構造であり損傷しているものが多い。なお、新しいタイプの方には市の

マークがついているが、その多くが剥離している。 

� テープの貼り付けや修正液による無くなった施設名等の消去など、サインの記載情報の一時

的な修正、更新がそのまま放置されているケースが見られる。 
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Ｂ：配置、設置箇所の妥当性（各サインの利用頻度・有用性） 
� 周辺案内サインは駅周辺の他、バス停付近に設置されている場合が多いが、市外の人が訪れ

るケースの少ない住宅街など、必要性が必ずしも高くないと考えられる案内サインが存在す

る。 

� 誘導サインについても駅等の起点から誘導施設までの連続性など、設置箇所のルールが明確

でない状況が伺える。 
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Ｃ：デザイン等の不統一 
� 基本的に周辺案内サインや誘導サインはデザインや構造が統一されているが、多摩センター

駅前や聖蹟桜ヶ丘ヴィータ周辺など、特定エリアのみに採用されているデザインのサインが

ある。市の政策、観光面等で、他と差別化することが求められるエリア以外は基本的なデザ

インを統一することが望まれる。 

� また、誘導サインについて、小中学校やコミュニティセンターなど、誘導している施設とし

ていない施設があり、誘導対象とする施設の明確化、ルールづくりが望まれる。 
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Ｄ：多言語対応、分かりやすさ 
� 周辺案内サインの地図で英語表記のあるものは駅前等の一部のみで、英語表記も後付けのシ

ール対応となっている。また、ピクトグラムの凡例について、４言語（日・英・中・韓）対応

は多摩センター駅前のみであり、その他は英語と日本語の２言語対応となっている。 

� 周辺案内サインで使用されているピクトグラムが JIS 規格化されている標準案内用図記号と

異なり、オリジナルものが用いられている。 

� また誘導サインについて、現状のものは施設名のみで施設の種類を示すマーク（ピクトグラ

ム）が表示されていないため、直感的にわかるような形になっていない。 
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Ｅ：設置・管理 
� ほとんどのサインについて、設置年月日や管理者等の表記がなく、管理しにくい状況となっ

ている。 
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以下に、3－1で示した現状の課題を踏まえた、今後の公共サインの整備方針を示す。 

①「多摩市公共サインガイドライン」を踏まえたデザインや表示方法の統一           

� 今後、新たに整備する公共サインについては、「多摩市公共サインガイドライン」（平成 30年

３月）で定める「デザイン基準（形状・寸法、色彩 等）」や「表示基準（使用する文字のフォ

ントや大きさ、記号、表記方法 等）」を踏襲し、デザインや表示方法を統一する。 

② 必要性の低い既存の公共サインの撤去                           

� 現在設置されている公共サインは、主に昭和 60 年代に整備されたものであるが、近年は IT

技術の発達により、目的地まで移動する際に、スマートフォン等のタブレット PCの地図ソフ

トを用いる人が増加しており、当時と比べて公共サインに求められる役割も変化してきてい

る。 

� 3－1でも示したように、現在設置されている公共サインの多くは老朽化しており、また必要

性が低いと判断されるサイン（主に周辺案内サイン）も存在することから、今後は本計画の

中で定めるサイン配置計画のもとで、計画に定める設置箇所以外に設置されている既存サイ

ンについては撤去していくことを基本とする。 

③ 記載内容の変更や更新の容易性を考慮したデザインや地図等の印刷方法の採用         

� 地域に立地する各種施設の位置や名称は固定ではなく変化するものである。そのため、周辺

案内サインの地図情報や誘導サインで示す施設名については、変更があるたびに修正を行う

必要が生じる。 

� 今後の公共サイン整備にあたっては情報の更新を前提とし、変更や更新の容易性を考慮した

デザインや地図等の印刷方法を採用する。また誘導サインについても、誘導施設の追加にも

柔軟に対応できるよう考慮する。 

④ 来訪者に対する公共サインの必要性が高い駅勢圏におけるサイン整備の重点化         

� 案内サインや誘導サインは、市民とともに、仕事や観光で訪れる市外からの来訪者とって特

にその必要性が高い。 

� また、一定の予算の中で、市全域を対象とした公共サイン整備を一度に行うことは困難であ

ることから、各種施設が立地し、来訪者に対する公共サインの必要性が高い駅勢圏（半径 500

ｍ程度）を公共サイン整備の重点エリアとして設定し、まずは重点エリア内の公共サイン整

備を先行して進めることとする。 

⑤ 駅勢圏内の周辺案内サインを対象としたWi-Fi アクセスポイントや広告導入の検討      

� 昨今、訪日外国人旅行者が増加し、無料公衆無線 LAN（フリーWi-Fi）の環境整備が課題とな

っている。そこで、訪問者が集まりやすい駅勢圏内の周辺案内サインに Wi-Fi アクセスポイ

ント※１と呼ばれる機器を設置し、インターネット接続環境を提供する方策について検討する。 

� また合わせて、周辺案内サインへの広告を導入することによる維持管理費の削減やデジタル

サイネージ※２等の最先端の技術を用いたサイン導入についても検討する。 
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※１ スマートフォン、ノートパソコンといった無線 LAN（Wi-Fi）機能付きの端末をインターネットに接続させ
るための機器。この機器を設置することで、携帯電話網を使用せず、スマートフォンをインターネットに接
続することができる。訪日外国人旅行者は日本国内で使用出来る SIM カードを購入しないと携帯電話網を
利用できないが、SIMカードを購入せずに利用出来る無料公衆無線 LAN（フリーWi-Fi）のサービスは訪日
外国人旅行者の方々に対して有用なサービス。また、防災時には防災情報を配信することも可能。 

※２ 屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所で、ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情
報を発信するシステム。 
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ここでは、前節で示した公共サイン整備方針を踏まえた案内サイン、誘導サイン、道路名称サ

イン等の整備・配置の考え方について取りまとめる。 

①案内サイン 
� 市全域の地図を表示する広域案内サインについては、各駅に１箇所、および市役所前の計５

箇所に設置することを基本とする。 

� 広域案内サインは周辺案内サインと一体型とし、周

辺案内図で示す地図の範囲を市全域の地図に明示

することで、よりわかりやすく現在地を理解できる

ようにする。 

� 周辺案内サインについては、現在、主なバス停付近

も含めて市内 50箇所に設置されているが、3－2公

共サイン整備方針で示した社会状況等の変化を踏

まえ、市役所前と駅周辺、および多くの人が利用す

る拠点的な公園の周辺に設置することを基本する。 

②誘導サイン 
� 誘導サインは歩行者を目的地に誘導するための機能を基本とするが、車道からの視認性も考

慮し、地上に設置するものは比較的文字を大きく表示可能な「矢羽型」、ペデストリアンデッ

キや歩行者専用道路上に設置するものは、歩行者がサインの前に立って方向を確認する前提

で、文字を一定程度小さくできる代わりに表示できる誘導施設数を多く設定できる「立板型」

を採用する。 
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� 誘導サインは、まず誘導を行う対象施設を設定した上で、その施設に歩行者等を誘導する上

で必要となる箇所（分岐点等）に設置することになるが、誘導対象とする施設は、市役所や

駅、拠点的な公園など、不特定多数の人が利用する重点的な誘導が必要な施設と、地域のコ

ミュニティセンターや学校など、近隣の住民の利用が主となる施設に分けることができる。 

� 前者を起点とする駅から誘導対象施設までの移動ルートを設定し、起点およびすべてのルー

ト分岐点で対象施設の方向を誘導する「連続誘導施設」、後者を主要幹線道路から誘導対象施

設に向かう分岐点で対象施設の方向を誘導する「直近誘導施設」として仕分けし、誘導サイ

ンの設置箇所を設定することとする。 
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③道路名称サイン等 
� 道路名称サインは現状と同様、路線の起終点および中間点に設置する。 

� なお、3－1で示したように、ポール型の道路名称サインは、新しいタイプと旧タイプ２種類

が混在しており、特に旧タイプは板面が変形しやすい構造であり損傷しているものが多いた

め、更新を進める。 

� 車両との接触等で損傷の激しいものも見られるため、必要に応じて更新を行うとともに、状

況に応じて移設も検討する。 

� 現状で損傷が確認され、車両接触の頻度が高いと判断される道路名称サインについては移設

を検討する。 
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ここでは、3－2で示した公共サイン整備方針、および 3－3で示したサイン種別の整備・配置

の考え方を踏まえた既存サインの撤去・更新の考え方を以下に示す。 

なお、今後の個々のサイン整備の方向は、新設も含めて大きく以下の４つに区分して考えるこ

とができる。 
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①案内サイン 
©FG9:��EFG�HIÁDÉ9:��J�
� 3－3のサイン種別の整備・配置の考え方で示したように、今後、広域案内サインは周辺案内

サインと一体型とし、周辺案内図で示す地図の範囲を市全域の地図に明示することで、より

わかりやすく現在地を理解できるようにすることを想定するため、既存の広域案内サインは

すべて「更新」する。 

©HI9:���
� 周辺案内サインについては、市役所前や駅前、多くの人が利用する公園等の拠点的施設の周

辺に設置することとし、これら地点に設置してある既存の周辺案内サインはすべて「更新」

する。 

� これら以外の地点に設置してある既存の周辺案内サインについては、特別な理由がない場合

は「撤去」することを基本とする。 

� なお、周辺案内サインの撤去および新設については、当面、駅勢圏を対象に設定する重点エ

リアでの整備を優先する。 

 

②誘導サイン 
� 誘導サインについては、3－3で示したように、まず誘導を行う対象施設を設定し、それらを

「連続誘導施設」と「直近誘導施設」に仕分けした上で、「連続誘導施設」については駅を起

点とした誘導ルートを設定し、誘導サインの設置箇所を決定する。 

� その上で、既存サインについては以下の４つのケースに分けた対応を行うこととする。 

【ケースＡ】設定した設置箇所に既存誘導サインがない場合 

→新しい誘導サインを「新設」 
【ケースＢ】設定した設置箇所に既存誘導サインがある場合 

→新しい誘導サインに「更新」 



���

 

【ケースＣ】設定した誘導ルート上に既存誘導サインがある場合（設置箇所以外） 

→既存の誘導サインを「撤去」 
【ケースＤ】設定した設置箇所または誘導ルート以外の場所に既存誘導サインがある場合 

→特別な理由が無い場合は「撤去」を基本 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③道路名称サイン 
� ポール型の道路名称サインについては、3－3でも示したように、特に旧タイプのものは板面

が変形しやすい構造であり損傷しているものが多いため、「更新」を進める。 

� また一部、車両との接触等で損傷の激しいものも見られるため、必要に応じて「更新」を行

うとともに、状況に応じて移設も検討する。 
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� 市域全域図と周辺案内図の両方を掲載する「広域＋周辺一体型案内サイン」は各駅に１箇所、

および市役所前の計５箇所に設置する。 

� 周辺案内図だけを掲載する「周辺案内サイン」は各駅周辺、多摩センター駅前のペデストリ

アンデッキ上、および多摩中央公園、一本杉公園、多摩東公園といった多くの人が利用する

拠点的な公園の周辺に設置する。なお、駅や公園周辺設置する周辺案内サインの数や位置に

ついては別途検討する。 
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� 誘導対象施設は、公共公益施設と一部の民間施設とし、施設の立地環境（分かりにくさ）や

利用特性等を踏まえて選定した。また施設の重要度や案内の必要度を考慮し、これら施設を

「連続誘導施設」と「直近誘導施設」に仕分けした。以下に誘導対象施設リストを示す。 

� なお、このリストには記載していないが、「多摩市企業誘致条例」に基づく指定企業、および

「多摩センター地区連絡協議会」の会員企業については、適宜、誘導サインに企業名を表記

し、誘導を行うこととする。 
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� 4－2 で設定した対象施設へ歩行者を誘導するために必要となる誘導サイン設置箇所を検討

し、地上：77 箇所、ペデストリアンデッキ・歩行者専用道：21 箇所の計 98 箇所を設定し

た。次ページに誘導サイン配置計画図を示す。 

� また合わせて、各誘導サイン別の誘導（表示）施設リストを示す。 
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公共サインの基本的な整備基準については「多摩市公共サインガイドライン」（平成30年３月）

の内容に準拠する。なお色彩については、多摩市コミュニティ・アイデンティティシンボルマー

クを踏まえた以下に示す３色を基本色とするが、６章に示す駅周辺の重点エリア内については、

市の政策や観光等の側面から、駅ごとのオリジナリティを演出するための異なる色の使用、およ

び広告やキャラクター等の掲載も可とする。 

＜多摩市公共サインガイドラインの参照項目・ページ＞ 
QRPS� ���������������PSTUVW�

þ�������	
7���� ��3� �

� ùK���8�
5B²���ý	� 2
2� ùK���8E�'+',�J� Ü��

� UV�8p�
äD�:;�(2a� 2
4EÜJLX%
:;����î?(2a� Ü×�

� UV�8s�
;<9h?ìíîïðñ� 2
4E�J9h��;<9h?ìíîïðñ� �ÜÇ�

� UV�8��
��8U9�}>´�� 2
4E2JU9��� �Ü6�

� ���)*OUV���»� 2
×� )*0��� �Ø�

�
＜公共サインの基本色＞ 
õíö�î-ð�p� � � � � õíö�î-ð�s� � � � � ��u-ð��
�
�
�
�
�
N�� X<OP�
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①記載する情報と内容 
� 案内サインは、市全域図と周辺案内図の両方を掲載する「広域＋周辺一体型案内サイン」と

周辺案内図だけを掲載する「周辺案内サイン」の２種類とする。なお、「広域＋周辺一体型案

内サイン」は各駅に１箇所、および市役所前の計５箇所に設置する。 

� 地図に表記する施設名称等については、他のサインおよび多摩市が発行している施設ガイド

等との統一を図り、同様の名称を使用することとする。 

� 施設名称等は日本語と英語の２言語表記とする。日本語については、情報量および表示面の

煩雑さを考慮してルビは表示しないこととする。 

マンセル値： 
５ＧＹ８／10 

マンセル値： 
５ＰＢ３／８ 

マンセル値： 
５ＹＲ９／0.5 
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＜市全域図＞ 
� 「広域＋周辺一体型案内サイン」の市全域図は、市全域の中での現在地の把握、および市内

他拠点への移動手段等を確認できるようにすることとし、市域と隣接市との位置関係、主要

幹線道路、鉄道および駅、河川、町名・地番、市役所や総合公園等の主要な施設を掲載する。 

� 市全域図は北を上とする。 

＜周辺案内図＞ 
� サイン設置箇所の周辺地図は１km 四方の歩行範囲を 1/1,000 の縮尺で示し、また相当する

所要時間を縮尺に付記し、以下に示す施設等を周辺案内サインの掲載基準とする。ただし、

情報量による地図面の煩雑さ等を考慮し、掲載の有無を判断する。 

� 周辺案内図は前方を上とする。（詳細は「多摩市公共サインガイドライン」20ページ参照） 
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＜周辺案内図の表示イメージ＞ 
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＜周辺案内図の色使い案＞ 
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＜広域＋周辺一体型案内サイン＞ 
� 表示面のサイズは概ね縦 1,000mm×幅 2,000mm程度とし、周辺案内図を左側、市全域図を

右側にレイアウトする。また市全域図の下に誘導施設の方向を掲載できるスペースを確保す

る。 

� サインの顕在性を確保するため、適切な高さにインフォメーションマークを掲示する。 

＜周辺案内サイン＞ 
� 表示面のサイズは東京都の指針に基づき概ね縦 1,000mm×幅 1,000mm程度とする。 

� 周辺案内サインについては、以下に示す東京都および多摩市の「道路占用許可基準及び道路

占用物件配置標準」を踏まえ、路面から標示板の下端までの高さを 900mm 確保した２本支

柱タイプを基本とする。 

� ただし駅前広場など、この基準を踏襲する必要がない場合には、標示板の下に広告やキャラ

クター等の掲載も可能な立板タイプの形状も採用できることとする。 

【道路占用許可基準及び道路占用物件配置標準】 

二十九 案内標識の占用 

5 公共施設等の案内標識の占用については、道路管理者の設ける案内標識を補完するものであつ

て、国又は地方公共団体が設けるものに限るものとし、次の各号に掲げるところによらなければ

ならない。 

(一) 歩道を有する道路の歩道内の車道寄りに設けること。ただし、歩行者の通行又は車両の視認

性を妨げるおそれのある交差点等には設けないこと。 

(二) 案内標識は、原則として道路と平行に設けること。 

(三) 案内標識を設置する場所は、鉄道等の駅の周辺又は主な屈曲点付近とすること。ただし、同

一道路上に案内する施設が多くある場合は、できる限り一つに統合の上設置すること。 

(四) 案内できる施設は、原則として公共施設とすること。 

(五) 柱式の案内標識は、高さ二・〇メートル以下、支柱の太さ〇・四メートル以下とすること。

(六) 腕木式の案内標識は、腕木の長さ片側〇・八メートル以下、かつ、両側一・六メートル以下、

高さ二・〇メートル以下、支柱の太さ〇・一五メートル以下とすること。 

(七) 表示板式の案内標識は、長さ〇・八メートル以下、幅〇・六メートル以下、高さ一・〇メー

トル以下、支柱の太さ〇・三メートル以下とすること。 

(八) 掲示板式の案内標識は、長さ〇・八メートル以下、高さ二・〇メートル以下、支柱の太さ〇・

一五メートル以下とすること。 

(九) 第五号から第八号までの規定にかかわらず、駅前広場に設置する総合的な案内標識は、長さ

二・五メートル以下、幅〇・六メートル以下、高さ二・〇メートル以下とすることができる。

(十) 標示板の下端は、路面から〇・九メートル以上とすること。 

(十一) 占用者名及び標示事項以外の広告等を掲出しないこと。 
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◇「広域＋周辺一体型案内サイン」のイメージ 
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◇「周辺案内サイン」のイメージ 
 
 

＜２本支柱タイプ＞                           ＜立板タイプ＞ 
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� 誘導サインについては、「矢羽型」と「立板型」の２種類とし、地上に設置するものは比較的

文字を大きく表示可能な「矢羽型」、ペデストリアンデッキや歩行者専用道上に設置するもの

は、歩行者がサインの前に立って方向を確認する前提で、文字を一定程度小さくできる代わ

りに表示できる誘導施設数を多く設定できる「立板型」を採用することを基本とする。 
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� 誘導サインには、方向を示す矢印、誘導施設の種類を示すピクトグラム、施設名称、および

サイン設置箇所からの移動距離を表示する。なお、誘導施設が避難場所に指定されている場

合は、避難所のピクトグラムも合わせて表記する。 

� また、特定の施設については必要に応じ、移動距離と合わせて所要時間も表記する。 

� 施設名称については２言語表記とし、下段に英語表記を行う。 

＜矢羽型＞ 
� 掲出高さについては、東京都の指針に基づき路面から羽板の下端まで 2,500mm 以上の高さ

を確保する。 

＜立板型＞ 
� 立板型のサイズは概ね高さ 2,000mm×幅 500mm程度とする。 

� また、誘導施設の方向案内の下に、現在地が示された周辺地図を掲載できるようにする。 
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◇「誘導サイン」のイメージ 
 
 

＜矢羽型＞                               ＜立板型＞ 
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永山駅、多摩センター駅、唐木田駅、および聖蹟桜ヶ丘駅を中心に、概ね 500～750ｍのエリ

アを公共サイン整備の重点エリアとして設定し、より詳細なサインの設置位置等について取りま

とめる。 
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以下に、各重点エリアにおけるサインの配置計画を示す。なお、重点エリア内に存在する既存

の案内サインについては、すべて撤去または更新する。また既存の誘導サインについては、「3－

4 既存サインの撤去・更新の考え方」を踏まえ、撤去や存置を個別に判断することとする。 
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永山駅周辺地区では、周辺案内サイン４基（内、広域＋周辺一体型案内サイン２基）、立板型の

誘導サイン２基、矢羽型の誘導サイン 13基を設置する。 
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1 ●

2 ● ● ●

3 ● ●

4 ● ● ● ●

5 ● ● ● ● ●

6 ● ● ●

7 ● ● ●

8 ● ● ●

9 ● ● ●

10 ● ● ● ● ● ●

11 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

12 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

13 ● ● ● ● ● ● ●

14 ● ●

15 ● ●
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板
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羽
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多摩センター駅周辺地区では、案内サイン６基（内、広域＋周辺一体型案内サイン１基）、立板

型の誘導サイン 11基、矢羽型の誘導サイン 16基を設置する。 
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1 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 ● ● ●

3 ● ● ●

4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 ● ● ● ● ●

6 ● ● ● ●

7 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 ● ● ● ●

9 ● ● ● ●

10 ● ● ● ●

11 ● ● ● ● ● ●

12 ● ● ● ●

13 ● ● ● ●

14 ● ● ● ●

15 ● ● ● ●

16 ● ● ● ●

17 ● ● ● ● ●

18 ● ● ● ● ●

19 ● ● ● ● ●

20 ● ● ● ● ●

21 ● ● ● ● ●

22 ● ● ● ● ● ●

23 ●

24 ● ● ● ●

25 ● ● ● ●

26 ● ● ● ● ● ●

27 ● ● ●
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型
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唐木田駅周辺地区では、広域＋周辺一体型案内サイン１基、矢羽型の誘導サイン６基、立板型

の誘導サイン４基を設置する。 
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1 ● ● ●

2 ● ● ● ● ● ● ●

3 ● ● ● ● ● ● ●

4 ● ● ● ● ●

5 ● ● ● ●

6 ● ●

7 ● ● ●

8 ● ● ●

9 ● ● ●

10 ● ● ●
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誘導#象施設

立
板
型

矢
羽
型



���

 

 

 

 

 

  

þì��¶HI��7-&'<�

���������������������pò�$_%&$%&'(&)



���

 

YDZuvwxyklmno�

聖蹟桜ヶ丘駅周辺地区では、案内サイン２基（内、広域＋周辺一体型案内サイン１基）、矢羽型

の誘導サイン７基を設置する。 
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1 ● ● ●

2 ● ● ●

3 ● ● ●

4 ● ● ●

5 ● ● ●

6 ● ● ●

7 ● ●
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プ
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導
サ
イ
ン
番
号

誘導#象施設

矢
羽
型
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本計画に基づく公共サイン整備については、各駅周辺の重点エリアでの整備を先行することと

し、2018（平成 30）年度にサイン整備の実施計画、2019・2020（平成 31・32）年度の２か年

で本計画に基づく重点エリアのサイン整備の完了を目指すこととする。 

なお、重点エリア外のサイン整備については順次進めることとする。 
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